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高
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認
知
症
の
方
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介
護
し
て
い
る

家
族
者
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流
会
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
交
流
会
と
情
報
交
換

の
場
と
し
て
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。
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■
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■
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認
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下
野
市
商
工
会
女
性
部
20
名

が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り

ま
し
た
。「
改
め
て
優
し
く
接

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ

た
。」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
み

な
み
か
わ
ち
」
が
移
転
し
ま
す

　

４
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１
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よ
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ン
タ
ー
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か
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社
会
福
祉
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あ
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委
託

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
在
地

が
変
わ
り
ま
す
。
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　団塊の世代が75歳以上になる2025年を前に、本市においても高齢化率22.9％の超
高齢社会を迎えています。病気があっても介護が必要になっても住み慣れた地域で
安心して最期まで暮らせるよう、これからの在宅医療について考えてみませんか！
　在宅医療を専門とされ、外来診療を行いながら在宅患者さんの自宅を訪ね、かか
りつけ医として患者さんや家族を身近で支えている鈴木央先生による講演会を開催
します。

■日時

■会場

■講師

３月12日㈰　午後１時30分～３時
国分寺公民館大ホール

鈴
すず

　木
き

　　央
ひろし

　先生
（東京都大田区　鈴木内科医院　院長）

～我が家で暮らし続けるために～
市民講 演会

■申し込み・問い合わせ先
基幹型地域包括支援センター

☎（44）1118

■経歴
1987年　昭和大学医学部卒業
1996年　社会保険都南総合病院内科部長
1999年　鈴木内科医院　副院長
2015年　鈴木内科医院　院長

鈴木内科医院長　鈴木壮一氏が日本に紹介し
たポスピス、ターミナル・ケアの概念を引き
継ぎプライマリ・ケア、特に在宅緩和ケアを
専門としている。

■学会役職等
日本プライマリ・ケア連合学会理事　地域包括ケア委員
会委員長、日本在宅医学会理事　倫理委員会委員長、全
国在宅療養支援診療所連絡会　副会長、大田区医師会理
事、昭和大学客員教授、東京医科歯科大学臨床教授


